国際青年環境NGO  A SEED JAPAN

エシカルな鉱物・金属調達に関する公開質問状2011及び回答票（メーカー）

	ご担当者様のご連絡先記入をお願いいたします。（会社名以外の情報は外部には公開いたしません。）
会社名：

部署名：

役職：

お名前：

住所：

電話：

FAX：

e-mail：


質問1. 環境・人権に配慮した鉱物・金属調達を行うための方針や基準について伺います。

質問1-1. 環境・人権に配慮した鉱物・金属調達を行うための方針や基準を策定していますか。また、策定していない場合、今後策定する予定はありますか。

□A. 全般の調達方針とは別に鉱物・金属の調達方針・基準を策定している


（名称・公開場所：　　　　　　　　　　　　　）　例；URL、掲載冊子名

□B. 全般の調達方針の中に鉱物・金属の調達方針・基準を明記している


（名称・公開場所：　　　　　　　　　　　　　）　例；URL、掲載冊子名

□C. 鉱物・金属に特化した調達方針はないが、全般の調達方針・基準でカバーしている


（名称・公開場所：　　　　　　　　　　　　　）　例；URL、掲載冊子名

　□D. 現在は全般の調達方針のみだが、鉱物・金属調達に特化した方針・基準の策定
　　　もしくは明記を検討している。



（策定予定：　　　　年　　月頃）

□E. 調達方針自体を策定していない。

（その理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

質問1-2. 質問1-1でA～Dと答えた方に伺います。策定もしくは検討されている方針・基準の具体的内容をお答えください。

	


質問2. 鉱物・金属調達における採掘の際の環境・社会問題の把握状況について伺います。

質問2-1. 主力製品について、どれだけの金属（レアメタルを含む）が使われているか把握していますか。主力製品を1つ挙げてお答えください。

	製品名
	

	使用金属
	


質問2-2. 鉱物・金属調達において、予め調達先に以下のような採掘の際の環境・社会問題への配慮を求めていますか（複数回答可）。求めていない場合、その理由をお書きください。
□A. 野生生物や生物多様性への悪影響を及ぼしていないか

□B. 先住民族・居住者の生活や土地・文化を侵害していないか

□C. 児童労働や、劣悪な環境での労働を行っていないか

□D. 土壌や水系・大気の汚染を引き起こしていないか

□E. 武装勢力の資金源となる等、紛争に関連していないか
□F. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□G. 採掘の際の環境・社会問題について特に配慮は求めていない

（その理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
質問2-3. 質問2-2でA～Fと答えた方に伺います。配慮を求めている鉱物・金属、内容についてお答えください。

項目【　   　】※質問2-2のA～Fのどれにあたるかご記入ください。

	求めている鉱物・金属
	

	求めている内容
	


質問2-4. 環境・社会問題に配慮した鉱物・金属調達として、具体的に採掘時の環境・社会問題の調査を実施しましたか。

□A. 実施した
→質問2-5、2-6へ

□B. 実施していない

（その理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

質問2-5. 質問2-4でA.と答えた方に伺います。調査の内容をお答えください。

対象鉱物・金属

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

対象とする環境・社会問題

□A. 野生生物や生物多様性への悪影響を及ぼしていないか

□B. 先住民族・居住者の生活や土地・文化を侵害していないか

□C. 児童労働や、劣悪な環境での労働を行っていないか

□D. 土壌や水系・大気の汚染を引き起こしていないか

□E. 武装勢力の資金源となる等、紛争に関連していないか
□F. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□G. 対象とする環境・社会問題は特定していない

特定する内容
□A. 原産国の特定

□B. 精錬所の特定

□C. 供給鉱山の特定

□D. 具体的特定は行っていない

□E. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
対象

□A. 上流企業も含め、サプライチェーン全体

□B. 一次調達先全て

□C. 主要調達先

□D. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

方法

□A. 所定の様式での回答を求めている

□B. 特定の様式によらず可能な範囲での回答を依頼している

□C. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

質問2-6. 質問2-4でAと答えた方に伺います。調査の結果、求めた内容を把握できていますか。

□A. 把握できている

	把握できている鉱物・金属
	

	把握できている問題や内容
	


□B. 把握できていない

質問2-7. 問題のある鉱物・金属が含まれている可能性がある場合、調達先にどのような対応を要請していますか。

　□A. 問題があると考えられる鉱物・金属を除外するよう要請している

　□B. 問題があると考えられる国・精錬所・鉱山を除外するよう要請している

　　（具体的に設定している地域等があればお答えください：　　　　　　　　　　　　　　　）

　□C. 情報を求めているのみで、具体的対応は要請していない

質問3.  鉱物・金属調達における採掘問題への対応や結果等の情報発信について伺います。

質問3-1. 鉱物・金属調達における採掘問題への対応や結果、もしくは鉱物資源採掘時の問題に対して、対外的公開、取引先への開示、社内への発信などの情報発信を行っていますか。（複数選択可）

　　　※対外的情報発信とは、ウェブサイトでの公開のように誰でも情報にアクセスできる発信を指します

□A. 具体的に行った対応・結果、問題意識について、対外的に情報発信をしている

□B. 具体的に行った対応・結果、問題意識について、取引先（供給先）に情報提供をしている

□C. 具体的に行った対応・結果、問題意識について、社内への情報発信を行っている

□D. 問題意識はあるが、情報発信は行っていない 

（その理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□E. 鉱物資源採掘の際の問題を認識していなかった

質問3-2. 質問3-1でA～Cと答えた方に伺います。情報発信の内容についてお答えください。

項目【　　】※質問3-1のA～Cのどれにあたるかご記入ください。（回答欄が足りない場合は追加してください）

	情報発信方法
	

	内容
	


質問4. 鉱物・金属調達における採掘問題への対応に困難さを感じていますか。困難を感じている場合、その原因となっていることは何ですか。（複数選択可）

□A. 鉱物資源・金属のトレーサビリティを確保することが難しい
□B. 問題のある鉱物資源・金属を排除する方策がない
□C. 社会的要請がない
□D. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□E. 特に困難は感じていない
□F. 鉱物資源・金属が環境・社会問題を引き起こしているという問題意識はない
質問5. 米国金融規制法（ドッド・フランク ウォールストリート改革および消費者保護法）の紛争鉱物条項についてお伺いします。

質問5-1. 貴社は対象企業ですか。

□A. 対象企業である

□B. 対象企業ではない

□C. 把握していない

質問5-2. どのような対応をされていますか。

□A. 既に対応している

□B. 対応すべく調査中である

□C. 金融規制改革法を知らなかったため対応していない

□D. その他
質問6. 他社・団体との協力について伺います。

質問6-1. 責任ある鉱物・金属調達を行うために、自社単独の活動（自社のサプライチェーンにおける活動を含む）以外に御社ではどのような活動を考えていますか？（複数選択可）

□A. 国際的な取決めについてロビーイングを行う

□B. 国際的なネットワーク等で協力して取組む
□C. 同業他社と問題を共有する場を持ち、業界を上げて取組む
□D. NGO・NPOや消費者団体と協力して取組む

□E. 採掘に伴う問題の認知度を上げる

□F. 特に対外的な活動は考えていない
□G. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

質問6-2. 鉱物資源・金属調達に関して、NGOとの対話に関心はございますか。

□A. 関心がある
□B. 関心はない
以下の回答は公開しません

質問6-3. 質問6-2でAと答えた方にお伺いします。NGOとの対話などにどのようなことを期待しますか。

	


お忙しい中のご協力、誠にありがとうございました。
返送先

国際青年環境NGO　A SEED JAPAN　エシカルメタルプロジェクト（担当：加治、片山、岸田）

〒160-0022　東京都新宿区新宿5-4-23　Tel：03-5366-7484　Fax：03-3341-6030

Email：ethicalmetal.asj@gmail.com　質問状掲載URL：http://www.aseed.org/metal_questionnaire2011
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